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「自分たちで決める」生徒会活動！
５月２日(火)は第１回中央委員会が実施されまし

た。今年度の生徒会の活動方針や各委員会、学級、部

活動、縦割りチ－ムからの活動目標、課題、問題点な

どの意見交換を活発に行いました。代表の生徒一人一

人が学校生活を豊かで充実したものにしようとする意

欲をもって取り組む姿は大変すばらしいことです。生

徒主体の中央委員会を通して、子どもたちの自主的、

実践的な態度が着実に育まれています。

「伝え合う・聞き合う」生徒朝会から
５月９日(火)は朝の時間に、生徒会が多目的室で第

１回生徒朝会を行いました。生徒総会に向けての予定

やこれからの活動をわかりやすく全校生徒に伝えまし

た。また、生徒朝会を静かに待つみなさんの姿勢や生

徒会の話を真剣に聞く態度に感心させられます。わず

かな時間もみんなで一緒になって取り組もうとする姿

に、生瀬中をしっかりと盛り上げていける可能性を感

じた朝でした。

【校長賞】 ３年 小室 みのりさん

「帰り道 桜吹雪と 駆けてゆく」
講評：何か学校でよいことでもあったのでしょか。うれしさと春を

迎えた喜びを抱えて、春らんまんの坂道を駆け抜ける光景が

目に浮かびます。

【国語主任賞】

２年 黒田 三結樺さん

「散る桜 別れを告げる また来年」
講評：1年で1度だけの満開の桜に別れを告げて、また来年の桜を見

る頃にはどんな気持ちを抱いているでしょうか。

１年 肥後 郁哉さん

「中学校 期待を背負って 進む道」
講評：新しく中学校に通う1年生の大きな期待を持って登校する様子

が思い浮かびます。
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